
第２回岡谷新校再編実施計画懇話会 

日時：令和６年５月 28日（火） 
                                       午後６時から午後７時 

会場：おかや総合福祉センター２階 

大会議室   

次 第 

１ 開 会 

２ 県教育委員会挨拶 

３ 新構成員自己紹介 

４ 会議事項 

（１）「第 1回岡谷新校再編実施計画懇話会」まとめ 

（２）校地検討会議について 

（３）各校生徒の皆さんによる学校・学びの紹介 

    ①岡谷東高校 

    ②岡谷南高校 

５ その他 

   次回の予定  

【日時】 令和６年７月～８月  午後６時～午後７時 30分 

【場所】 未定 

    【内容】 有識者による講演 

６ 閉 会 
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教頭・副事務局長 ○藤澤　幹彦 教頭・事務局長 原　多恵子 主幹指導主事

森澤　太平 ○有坂　清明 主任指導主事
（担当）

松本　雄二 ○土橋　邦彦 主任指導主事
（副担当）

○奥村　達朗

○今井　靖

奥原　貴彦

小宮山　健司

自治体

産業界

学識
経験者

地域

　事務局

○ 笠原　康弘

森澤　太平

荒木　俊亮

藤森　心愛

○ 小宮山　健司

○ 竹花　顕宏

○西澤　久美子

中村　龍馬

岡谷南高等学校ＰＴＡ　会長

（有）ニシキ精機　代表取締役社長

木下　敏彦

岩間　英明

広瀬　啓雄

岡谷東高等学校同窓会　会長

遠藤　美千子

○ 共田　武生

○ 田口　あゆみ

林　　秀徳

山本　美保子

笠原　新太郎

太田　博久

岡谷南高等学校同窓会　副会長

（株）太田屋　代表取締役社長

諏訪ＰＴＡ連合会　代表　（岡谷市ＰＴＡ連合会長）

諏訪校長会　代表　（川岸小学校　校長）

花田養護学校　校長

諏訪地域振興局　局長

笠原書店　代表取締役社長

岡谷東高等学校　生徒代表

岡谷東高等学校　生徒代表

諏訪校長会　代表　（岡谷東部中学校　校長）

同窓会

再編
対象校

ＰＴＡ

小中学校
関係者

○ 倉坪　崇之

山田　典史

瀬志本　進

小口　貴一郎

岡谷東高等学校　校長

岡谷東高等学校ＰＴＡ　会長

岡谷南高等学校 高校再編推進室

水野　日向

高田　香望

岡谷東高等学校　教職員

岡谷南高等学校　生徒代表

藤澤　雅道 岡谷南高等学校　校長

岡谷南高等学校　生徒代表

岡谷南高等学校　教職員

岡谷東高等学校

岡谷新校（仮称）再編実施計画懇話会 構成員名簿

宮坂　　享

早出　一真

氏名

岡谷市長

岡谷市教育長

所属等

○印 新規構成員

（株）エー・トゥー・ゼット　代表取締役社長

岡谷商工会議所　副会頭

坪谷ニュウェル郁子

山田　昌義

公立諏訪東京理科大学　副学長

松本大学人間健康学部スポーツ健康学科　教授

東京インターナショナルスクール　理事長



第１回 岡谷新校再編実施計画懇話会まとめ（案） 
 

日 時 令和６年１月 23日（火） 午後６時～午後７時 30分 

場 所 おかや総合福祉センター 大会議室 

出 席 

（敬称略） 

早出 一真、宮坂 享、木下 敏彦、広瀬 啓雄、岩間 英明、坪谷 ニュウェル 郁子、太田 博久、 

笠原 新太郎、宮原 渉、山本 美保子、林 秀徳、関 克司、吉原 真司、林 賢司、小口 貴一郎、 

山田 典史、瀬志本 進、藤森 心愛、荒木 俊亮、水野 日向、高田 香望、大倉 宏夫、小山 英樹、 

藤澤 雅道、森澤 太平（以上 25名） 

欠 席 
（敬称略） 山田 昌義、遠藤 美千子（以上２名） 傍聴  11 名 

事務局 

岡谷南高校 長坂教頭（事務局長）、井出教諭、松本教諭、村松教諭 

岡谷東高校 奥原教頭（副事務局長）、小宮山教諭、中村教諭 

県教育委員会 宮澤高校再編推進室長、中島主幹指導主事、田中主任指導主事、原主任指導主事 

当日資料 次第、構成員名簿、開催要綱、今後のスケジュール（案）、パワーポイント資料、配席図 

 

会議事項 

（１）座長選出   ◎岡谷市教育長 宮坂享構成員を座長に選出 

（２）「高校改革～夢に挑戦する学び～」（県教委より説明） 

   ①「実施方針について」 

   ②「再編・整備計画【三次】」 

③岡谷新校の学校像（例） 

（３）質疑応答及び意見交換 
 

構成員から出された主な質問・意見（要旨） （→県教委回答） 

《質問》 

・単位制について、もう少し詳しく教えてほしい。また、単位制になれば、他校との連携も考えられるか。 

→多くの学校で採られているのが「学年制」。これはそれぞれの学年で修得する単位が決まっていて、1 つ

でも修得できないと進級できない仕組み。それに対して「単位制」は、学校で定めた卒業認定要件の単位

数を修得すると卒業できる。単位制になると、例えば入学年度を超えた学び合いも可能になる。学校間連

携や、学校外活動の単位認定は、すでに制度として認められている。諏訪地区全体で出来るようになると

面白いのでは。 

《新校に期待すること》 

・教育移住という観点からも考えてみたらいかがか。また、一人ひとりの生徒の個性を引き出し、それを進路

選択に繋げていくような教育内容を考えてほしい。 

・高校生のうちから、主権者として、地域づくり、社会づくりに関われるような教育内容にしてほしい。 

・英語に興味があるので、「グローバルな視点、グローカルな学び」に魅力を感じた。 

・単位制という制度が新鮮で興味深い。 

・生徒が自分のやりたいことを選べ、それぞれの道に進んでいけるような高校。 

・両校の良さを活かしながら、英語や情報について深く学べるような学校。 

・高校の出口も意識しつつ、生徒の自主性を最大限大事にした学校。そのために、社会や地域の小中学校との

連携という視点も大事にできるとよい。 

・多様性のある学校として、長野県の中のシンボリックな存在。 

・インクルーシブ教育、共生社会を牽引していくような学校。 

・日常会話レベルの英語力をつけるには 3000 時間程度必要。これを目標とするならば、どのように時間を計

画的に確保していくかが重要。 

・生徒がやりたいことを選んだら、高校側はそれをとことん追求できる場を提供する必要がある。今後主流に

なっていく総合型選抜入試に耐え得る生徒を育てていってほしい。 
 

その他 

【次回】 

日時：令和６年５月中下旬 午後６時～午後７時 30分 

会場：未定 

内容：両校生徒による学校・学びの紹介、学びのイメージに係る意見交換 など 
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地域振興局長は発言権のないオブザーバーとして会議に参加できる

岡谷新校再編実施計画懇話会  校地検討会議について（案）

早出　一真

２　運営について

　

(1)会議には部会長を置く。

(2)会議は原則として非公開とする。

３　構成員

１　校地検討会議の目的

自治体

　県教委が、岡谷新校再編実施計画懇話会における意見交換を受けて校地を決定するにあ
たり、岡谷新校再編実施計画懇話会に専門会議（校地検討会議）を設置して事前に意見交
換することによって、岡谷新校再編実施計画懇話会の意見交換を円滑に進めることを目的
とする。

所属等

岡谷市長

(3)開催は懇話会と同一日を基本とする。

岡谷市教育長（懇話会座長）

(4)会議の内容については、随時懇話会で報告する。

学校
関係者

倉坪　崇之 岡谷東高等学校 校長

藤澤　雅道 岡谷南高等学校 校長

岡谷商工会議所 副会頭

宮坂　　享

木下　敏彦

氏名

同窓会
山本　美保子 岡谷東高等学校同窓会 会長

林　　秀徳 岡谷南高等学校同窓会 副会長
















































